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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置決め測定をサポートする方法であって、
　基地局セルを参照セルと指定するステップと、
　少なくとも１つの他の基地局セルを非参照セルと指定するステップと、
　前記参照セルおよび前記非参照セルに関して位置決め測定を行う無線送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）に参照セル情報および非参照セル情報を送信するステップであって、前記位置
決め測定は前記ＷＴＲＵの位置を決定するために使用される、ステップと、
　前記参照セルが位置決め基準信号（ＰＲＳ）をサポートするという条件で、前記参照セ
ルについてのＰＲＳ情報を前記ＷＴＲＵに送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記参照セルはサービス提供セルではないことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＲＳ情報はＰＲＳサブフレーム割り振り情報を含むことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＲＳ情報のシグナリングの欠如は、ＰＲＳのサポートがないことに等しいことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記非参照セル情報を送信するステップは、前記非参照セルによる第１の位置決め基準
信号の送信が前記参照セルによる第２の位置決め基準信号の送信と同期することを示すこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記位置決め測定に使用されている少なくとも１つの周波数間セルに関して少なくとも
１つの搬送周波数を送信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの搬送周波数は、支援データとして提供されることを特徴とする請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記支援データは、無線リソース制御またはlong term evolution位置決めプロトコル
シグナリングのうちの１つを介して信号で送信されることを特徴とする請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの搬送周波数は、evolved absolute radio frequency channel num
ber（ＥＡＲＦＣＮ）を使用して識別されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＥＡＲＦＣＮは、支援データとして提供されることを特徴とする請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　無線装置における位置決め測定をサポートするための方法であって、
　参照セルに関連付けられた参照セル情報を受信するステップであって、前記参照セルは
基地局セルに対応する、ステップと、
　非参照セルに関連付けられた非参照セル情報を受信するステップであって、前記非参照
セルは１つの他の基地局セルに対応する、ステップと、
　前記参照セル情報および前記非参照セル情報を使用して位置決め測定を行うステップと
、
　前記参照セルが位置決め基準信号（ＰＲＳ）をサポートするという条件で、前記参照セ
ルについてのＰＲＳ情報を受信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記参照セルについてのＰＲＳ情報のシグナリングの欠如から、前記参照セルによるＰ
ＲＳサポートの欠如を決定するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　無線装置であって、
　参照セルに関連付けられた参照セル情報を受けるように構成された受信機であって、前
記参照セルは基地局セルに対応する、受信機と、
　非参照セルに関連付けられた非参照セル情報を受信するように構成された前記受信機で
あって、前記非参照セルは１つの他の基地局セルに対応する、前記受信機と、
　前記受信機と通信するプロセッサと、
　前記プロセッサと通信する送信機と、
　前記参照セル情報および前記非参照セル情報を使用して位置決め測定を行うように構成
された前記プロセッサと、
　前記参照セルが位置決め基準信号（ＰＲＳ）をサポートするという条件で、前記参照セ
ルについてのＰＲＳ情報を受信するように構成された前記受信機と、備えたことを特徴と
する無線装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）ベースおよびＷＴＲＵ支援のＯＴＤＯＡ（Ｏｂｓｅｒ
ｖｅｄ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　Ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ：観測到着時間差）方
法のサポートは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムでの位置
決めのための達成可能な精度および速度を改善する１つの技術と確認されている。
【０００３】
　ＯＴＤＯＡ方法では、ＷＴＲＵは、いくつかの近傍セルの信号を観察し、観測到着時間
差を測定し（例えばそれ自体のサービス提供セルと比較して）、観測到着時間差をネット
ワークに報告する。１つの方法では、ネットワークは、次いで例えば報告された近傍信号
の既知の配置位置、ネットワーク内の様々なセル間の既知の転送時間差などの要因に基づ
いて、位置決め推定を導出する。これは、ＷＴＲＵ支援の位置決めと呼ばれる。あるいは
、ネットワークは、要因をＷＴＲＵに提供して、ＷＴＲＵがこうした要因および観測到着
時間差の測定を使用して、測定からそれ自体の位置を計算するようにする。これは、ＷＴ
ＲＵベースの位置決めと呼ばれる。
【０００４】
　ＷＴＲＵ時間差測定は、測定されているセルからの１つまたは複数のＲＳ（基準信号）
に基づいて定義することができる。ＲＳは、Ｒｅｌｅａｓｅ　８　ＬＴＥ　ＣＲＳ（セル
固有のＲＳ）および／または新しく設計されたＰＲＳ（位置決めＲＳ）のいずれかとする
ことができる。ＷＴＲＵがいずれかを個々に、または組み合わせで使用して、測定基準を
導出することができる。その結果、ＷＴＲＵは、時間差測定のためにどのＲＳを使用すべ
きかを知っておく必要がある場合がある。
【０００５】
　ＯＴＤＯＡ計算のために使用することができる時間差測定は、ＲＳＴＤ（Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ：基準信号時間差）とすること
ができる。ＲＳＴＤは、セルｊとセルｉとの間の相対的なタイミング差と定義することが
でき、これはＴSubframeRxj－ＴSubframeRxiと定義することができ、この場合、ＴSubfra

meRxjは、ＷＴＲＵがセルｊから１つのサブフレームの先頭を受信したときの時刻であり
、ＴSubframeRxiは、ＷＴＲＵがセルｊから受信されたサブフレームに時間的に最も近い
セルｉから１つのサブフレームの対応する先頭を受信したときの時刻である。観察された
サブフレーム時間差についての基準点は、ＷＴＲＵのアンテナコネクタでもよい。ＲＳＴ
Ｄ測定は、周波数内および周波数間のセルに適用可能とすることができる。したがって、
ＷＴＲＵは、サービス提供セルの搬送周波数とは異なる近傍セルの搬送周波数に行われる
測定をサポートする必要がある。
【発明の概要】
【０００６】
　方法および装置は、位置決め測定をサポートする。この方法は、参照セルを指定するス
テップと、位置決め信号を選択するステップと、周波数間測定のために、どの周波数間セ
ルを測定すべきか、およびこうした周波数間位置決め測定をどのように行うかを決定する
ステップとを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付の図面との関連で一例として提供される以下の説明から、より詳細な理解が得られ
る。
【０００８】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態を実施することができる通信システム例
を示す系統図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示す通信システム内で使用することができるＷＴＲＵ（無線送受信ユ
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ニット）例を示す系統図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示す通信システム内で使用することができる無線アクセスネットワー
ク例およびコアネットワーク例を示す系統図である。
【図２】Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　
Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）における位置サービスサポートフロー例を
示す図である。
【図３】ＬＴＥ位置決めアーキテクチャにおける位置決めプロトコル例を示す図である。
【図４】フロー図の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態を実施することができる通信システム
１００の例の図である。通信システム１００は、例えば音声、データ、ビデオ、メッセー
ジング、ブロードキャストなどのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続シス
テムとすることができる。通信システム１００によって、複数の無線ユーザは、無線帯域
幅を含むシステムリソースの共有を介して、こうしたコンテンツにアクセスすることがで
きる。例えば、通信システム１００は、例えばＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＴＤＭＡ
（時分割多元接続）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＯＦＤＭＡ（直交ＦＤＭＡ）、
ＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリアＦＤＭＡ）など、１つまたは複数のチャネルアクセス
の方法を使用することができる。
【００１０】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、ＲＡＮ（無線アクセスネットワーク）１０４、コア
ネットワーク１０６、ＰＳＴＮ（公衆交換電話網）１０８、インターネット１１０、およ
び他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示された実施形態は、任意の数のＷ
ＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することを理解
されたい。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境に
おいて動作し、および／または通信するように構成された任意のタイプの装置とすること
ができる。一例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号
を送信し、および／または受信するように構成することができ、ＵＥ（ユーザ機器）、移
動局、固定式またはモバイル式の加入者ユニット、ページャ、移動電話、ＰＤＡ（個人用
デジタル補助装置）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピ
ュータ、無線センサ、家電などがあり得る。
【００１１】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含み得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、例えばコアネットワーク１０６、インターネット１１０、
および／またはネットワーク１１２など、１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセ
スを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少な
くとも１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意のタイプの装置とする
ことができる。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＢＴＳ（基地トランシーバ局
）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、サ
イトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、無線ルータなどとすることができる。基
地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、
１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含むこ
とができることを理解されたい。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ１０４は、他の基地
局および／またはネットワーク要素（図示せず）、例えばＢＳＣ（基地局コントローラ）
、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、中継ノードなども含み得る。基地局１１４
ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的領域内
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で無線信号を送信し、および／または受信するように構成することができる。セルは、セ
ルセクタにさらに分割することができる。例えば、基地局１１４ａと関連したセルは、３
つのセクタに分割することができる。したがって、一実施形態において、基地局１１４ａ
は、３つのトランシーバ、すなわちセルのセクタごとに１つのトランシーバを含むことが
できる。他の実施形態において、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ（多入力多出力）技術を使
用することができ、したがって、セルのセクタごとに複数のトランシーバを使用すること
ができる。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適した無線通信リンク（例えばＲＦ（無線周波数
）、マイクロ波、ＩＲ（赤外線）、ＵＶ（紫外線）、可視光など）とすることができるエ
アインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
うちの１つまたは複数と通信することができる。エアインターフェース１１６は、任意の
適したＲＡＴ（無線アクセス技術）を使用して確立することができる。
【００１４】
　より詳細には、上述したように、通信システム１００は、多元接続システムでもよく、
例えばＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど、１つまたは複
数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えば、ＲＡＮ１０４内の基地局１
１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＷＣＤＭＡ（広帯域ＣＤＭＡ）
を使用してエアインターフェース１１６を確立することができる、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）ＵＴ
ＲＡ（Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）などの無線技術を実装する
ことができる。ＷＣＤＭＡは、例えばＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）および／または
ＨＳＰＡ＋（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの通信プロトコルを含むことができる。Ｈ
ＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）および／またはＨＳＵＰＡ
（高速アップリンクパケットアクセス）を含むことができる。
【００１５】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥおよび／またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）技術を使用してエア
インターフェース１１６を確立することができるＥ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴ
Ｓ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）などの無線技術を実装するこ
とができる。
【００１６】
　他の実施態様において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、例えばＩＥＥＥ８０２．１６（すなわちＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅ
ｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ
２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Ｉ
ｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎ
ｄａｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、ＧＳ
Ｍ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ）（登録商標）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳ
Ｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）などの無線技術を実装する
ことができる。
【００１７】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば無線ルータ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅ
ＮｏｄｅＢ、またはアクセスポイントとすることができ、事業所、家、車、キャンパスな
ど、局所エリアにおける無線接続を容易にするための任意の適したＲＡＴを使用すること
ができる。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、
ＷＬＡＮ（無線ローカルエリアネットワーク）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１１
などの無線技術を実装することができる。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよび
ＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＷＰＡＮ（無線パーソナルエリアネットワーク）を確立
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するために、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装することができる。さらに別の
実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベース
のＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を
使用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示すように、
基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有し得る。したがって、基地局
１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセスする必要
がない場合がある。
【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖ
ｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイプの
ネットワークとすることができる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課金サ
ービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイドコーリング、インターネット接続、
ビデオ配信などを提供することができ、および／または例えばユーザ認証などの高レベル
セキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４
および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡ
Ｔを使用する他のＲＡＮと直接または間接的に通信することができることを理解されたい
。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用している可能性があるＲＡＮ１０４に接続してい
ることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図
示せず）と通信することもできる。
【００１９】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（基本電
話サービス）を提供する回線交換電話網を含み得る。インターネット１１０は、例えばＴ
ＣＰ（送信制御プロトコル）、ＵＤＰ（ユーザデータグラムプロトコル）、およびＴＣＰ
／ＩＰインターネットプロトコルの組におけるＩＰ（インターネットプロトコル）など、
一般の通信プロトコルを使用する相互接続したコンピュータネットワークおよび装置のグ
ローバルシステムを含み得る。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって
所有され、および／または操作される有線または無線の通信ネットワークを含み得る。例
えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用し得
る１つまたは複数のＲＡＮに接続されている別のコアネットワークを含むことができる。
【００２０】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
またはすべては、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通
信するための複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１Ａに示されるＷＴＲ
Ｕ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局１１４ａ、および
ＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成す
ることができる。
【００２１】
　図１Ｂは、ＷＴＲＵ１０２の例の系統図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲＵ１０２
は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マイクロフ
ォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、固定式メモリ１３
０、取り外し式メモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（全地球測位システム）チップセット
１３６、および他の周辺機器１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態との一致
を保ちながら、上記の要素の任意の下位の組み合わせを含むことができることを理解され
たい。
【００２２】
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　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳＰ（
デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、１つのＤＳＰコアに関連した１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ（
特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路、他
の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、状態機械などでもよい。プロセッサ１１８は、信号
符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無線環境
において動作できる他の任意の機能を実行することができる。プロセッサ１１８は、トラ
ンシーバ１２０に結合され、トランシーバ１２０は送受信要素１２２に結合され得る。図
１Ｂではプロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を個別の構成要素として示している
が、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０が電子パッケージまたはチップに一緒に
組み込まれてもよいことを理解されたい。
【００２３】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を介して基地局（例えば基地局１１
４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成され得る。例えば、
一実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するよう
に構成されるアンテナでもよい。他の実施形態において、送受信要素１２２は、例えばＩ
Ｒ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／
検出器でもよい。さらに別の実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦおよび光信号
を送信および受信するように構成されていてもよい。送受信要素１２２が無線信号の任意
の組み合わせを送信および／または受信するように構成され得ることを理解されたい。
【００２４】
　さらに、送受信要素１２２は単一の要素として図１Ｂに示されているが、ＷＴＲＵ１０
２は任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より詳細には、ＷＴＲＵ１０２は
、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態において、ＷＴＲＵ１
０２は、エアインターフェース１１６を介して無線信号を送信および受信するための２つ
以上の送受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２５】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信されることになっている信号を
変調し、送受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成することができ
る。上述したように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有し得る。したがって、ト
ランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＩＥＥＥ
８０２．１１など、複数のＲＡＴを介して通信できるようにするための複数のトランシー
バを含むことができる。
【００２６】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、ＬＣＤ（液晶表示
）ディスプレイユニット、またはＯＬＥＤ（有機発光ダイオードなど）ディスプレイユニ
ット）に結合することができ、そこからユーザ入力データを受信することができる。プロ
セッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／または
ディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。さらに、プ
ロセッサ１１８は、例えば固定式メモリ１３０および／または取り外し式メモリ１３２な
ど、任意のタイプの適したメモリから情報にアクセスすることができ、そこにデータを格
納することができる。固定式メモリ１３０は、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＲＯ
Ｍ（読み取り専用メモリ）、ハードディスク、または他の任意のタイプの記憶装置を含み
得る。取り外し式メモリ１３２は、ＳＩＭ（加入者識別モジュール）カード、メモリステ
ィック、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）メモリカードなどを含み得る。他の実施
形態において、プロセッサ１１８は、例えばサーバまたはホームコンピュータ（図示せず
）など、ＷＴＲＵ１０２に物理的に配置されないメモリから情報にアクセスすることがで
き、そこにデータを格納することができる。
【００２７】
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　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２にお
ける他の構成要素に電力を分配しおよび／または制御するように構成することができる。
電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適した装置とすることがで
きる。例えば、電源１３４には、１つまたは複数の乾電池バッテリ（例えば、ＮｉＣｄ（
ニッケルカドミウム）、ＮｉＺｎ（ニッケル亜鉛）、ＮｉＭＨ（ニッケル水素）、Ｌｉ－
ｉｏｎ（リチウムイオン）など）、太陽電池、燃料電池などがある。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度およ
び緯度）を提供するように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合することもでき
る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ１０
２は、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェース１１６を介
して位置情報を受信することができ、および／または２つ以上の近くの基地局から信号が
受信されるタイミングに基づいて、その位置を決定することができる。一実施形態との一
致を保ちながら、ＷＴＲＵ１０２が任意の適した位置決定方法によって位置情報を取得す
ることができることを理解されたい。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、追加の特徴、機能、および／または有線若しくは無線の接続を提
供する１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る
他の周辺機器１３８にさらに結合することができる。例えば、周辺機器１３８には、加速
度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢ
（汎用シリアルバス）ポート、振動装置、テレビ放送機、ハンドフリーヘッドセット、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユニット、デジタル
音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブ
ラウザなどがある。
【００３０】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６の系統図であ
る。上述したように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアインター
フェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる
。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することもできる。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得るが、ＲＡＮ
１０４は、一実施形態との一致を保ちながら、任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含むことがで
きることを理解されたい。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、エ
アインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するた
めの１つまたは複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態において、ｅＮｏｄ
ｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装することができる。したが
って、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２
ａに無線信号を送信し、そこから無線信号を受信することができる。
【００３２】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）
と関連付けられていてもよくて、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリン
クおよび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように
構成することができる。図１Ｃに示すように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４
０ｃは、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００３３】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、ＭＭＥ（移動管理ゲートウェイ）１４２
、サービス提供ゲートウェイ１４４、およびＰＤＮ（パケットデータネットワーク）ゲー
トウェイ１４６を含み得る。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０６の一部とし
て示されているが、これらの要素のうちの任意の１つがコアネットワークオペレータ以外
のエンティティによって所有され、および／または操作され得ることを理解されたい。
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【００３４】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ１４
２ａ、１４２ｂ、１４２ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働き得る。例えば、
ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザの認証、ベアラのアク
ティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期接続中の特定
のサービス提供ゲートウェイの選択などを行う役割を果たし得る。ＭＭＥ１４２は、ＲＡ
Ｎ１０４と、例えばＧＳＭやＷＣＤＭＡなど他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せ
ず）との間での切り替えを行う制御プレーン機能を提供することもできる。
【００３５】
　サービス提供ゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内
のｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続され得る。サービス提供
ゲートウェイ１４４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへの／からのユ
ーザデータパケットのルーティングおよび転送を行うことができる。サービス提供ゲート
ウェイ１４４は、例えばｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバ中のユーザプレーンのアンカー、ダ
ウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに使用可能であるときのペー
ジングのトリガ、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および格
納など、他の機能を実行することもできる。
【００３６】
　サービス提供ゲートウェイ１４４は、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続することもでき
、ＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応装置
との間の通信を容易にするために、例えばインターネット１１０などパケット交換網への
アクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３７】
　ＭＭＥ１４２またはサービス提供ゲートウェイ１４４は、少なくとも制御プレーン位置
決めサポートのため、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに位置情報を送信し
、またはＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃから位置情報を受信するために、Ｅ－Ｓ
ＭＬＣ（進化型サービス提供モバイル位置センター）１５０とインターフェースをとるこ
とができる。
【００３８】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークの通信を容易にすることができる。例え
ば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸上線
通信装置との間の通信を容易にするために、例えばＰＳＴＮ１０８など回路交換網へのア
クセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。例えば、コア
ネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェ
ースとして働くＩＰゲートウェイ（例えばＩＰ　ＩＭＳ（マルチメディアサブシステム）
サーバ）を含むことができ、またはＩＰゲートウェイと通信することができる。さらに、
コアネットワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または
操作される他の有線または無線のネットワークを含み得るネットワーク１１２へのアクセ
スをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３９】
　制御プレーンのみに焦点を当てると、図２に関して、位置サービスサポートフローが示
されている。ＷＴＲＵ２００またはｅＮＢ２１０は、ＮＡＳ（非アクセス層）レベルで、
サービス提供ＭＭＥ２２０に、何らかの位置サービス（例えば、位置決めまたは支援デー
タの配信）を要求することができる（１ａ）。あるいは、（例えばＧＭＬＣ（ゲートウェ
イモバイル位置センター）など）ＥＰＣ（進化型パケットコア）２４０におけるエンティ
ティは、サービス提供ＭＭＥ２２０に、対象のＷＴＲＵについての何らかの位置サービス
（例えば位置決め）を要求することができる（１ｂ）。あるいは、対象のＷＴＲＵ２００
についてのサービス提供ＭＭＥ２２０は、何らかの位置サービスの必要性を決定すること
ができる（例えば、緊急呼出のためにＷＴＲＵ２００の位置を突き止めるなど）（１ｃ）
。
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【００４０】
　次いで、ＭＭＥは、位置サービス要求をＥ－ＳＭＬＣ２３０に転送することができる（
２）。次いで、Ｅ－ＳＭＬＣ２３０は、例えば位置決め測定または支援データを取得する
ように、ＷＴＲＵ２００についてのサービス提供ｅＮＢ２１０による位置決め手順を引き
起こすことができる（３ａ）。ステップ３ａに加えて、またはその代わりに、Ｅ－ＳＭＬ
Ｃ２３０は、（例えば、位置推定または位置決め測定を取得する、または位置支援データ
をＷＴＲＵ２００に転送するように（３ｂ））ＷＴＲＵ２００による位置決め手順を引き
起こすことができる。次いでＥ－ＳＭＬＣ２３０は、位置サービス応答をＭＭＥ２２０に
提供し、例えば、成功または失敗の表示、および要求され、取得された場合、ＷＴＲＵの
位置推定など、任意の必要な結果を含み得る（４）。
【００４１】
　ステップ１ａが実行された場合、ＭＭＥ２２０は、ＷＴＲＵ２００（またはｅＮＢ２１
０）に位置サービス応答を戻し、任意の必要な結果（例えば、ＷＴＲＵ２００の位置推定
（５ａ））を含み得る。ステップ１ｂが実行された場合、ＭＭＥ２２０は、ステップ１ｂ
でＥＰＣエンティティに位置サービス応答を戻し、任意の必要な結果（例えば、ＷＴＲＵ
の位置推定（５ｂ））を含み得る。ステップ１ｃが行われた場合、ＭＭＥ２２０は、ステ
ップ４において受信された位置サービス応答を使用して、ステップ１ｃでこれをトリガし
たサービスを助けることができる（例えば、緊急呼出に関連した位置推定をＧＭＬＣに提
供することができる）（５ｃ）。
【００４２】
　図３は、位置決めのサポートに使用され得る２つのプロトコル、ＬＰＰ（ＬＴＥ位置決
めプロトコル）およびＬＰＰａ（ＬＴＥ位置決めプロトコルａ）を示す。ＬＰＰプロトコ
ルは、Ｅ－ＳＭＬＣ３００とＷＴＲＵ３３０との間のポイントツーポイントプロトコルで
ある。ＬＰＰは、ＭＭＥ３１０およびｅＮＢ３２０を介してＷＴＲＵに渡される。ＬＰＰ
ａプロトコルは、ｅＮＢ３２０とＥ－ＳＭＬＣ３００との間の位置決め関連情報（例えば
ＰＲＳスケジュール情報）の転送のために使用することができる。
【００４３】
　ＯＴＤＯＡ方法では、ＷＴＲＵは、いくつかの近傍セルの信号を観察し、（例えばそれ
自体のサービス提供セルと比較して）観測到着時間差を測定し、ネットワークに報告する
。１つの方法では、ネットワークは、次いで例えば報告された隣接信号の既知の配置位置
、ネットワーク内の様々なセル間の既知の転送時間差などの要因に基づいて、位置決め推
定を導出する。これは、ＷＴＲＵ支援の位置決めと呼ばれる。あるいは、ネットワークは
、要因をＷＴＲＵに提供して、ＷＴＲＵがこうした要因および観測到着時間差の測定を使
用して、測定からそれ自体の位置を計算するようにする。これは、ＷＴＲＵベースの位置
決めと呼ばれる。
【００４４】
　ＷＴＲＵ時間差測定は、測定されているセルからの１つまたは複数のＲＳ（基準信号）
に基づいて定義することができる。ＲＳは、Ｒｅｌｅａｓｅ　８　ＬＴＥ　ＣＲＳ（セル
固有のＲＳ）および／または新しく設計されたＰＲＳ（位置決めＲＳ）のいずれかとする
ことができる。ＷＴＲＵがいずれかを個々に、または組み合わせで使用して、測定基準を
導出することができる。
【００４５】
　位置決めのためにＷＴＲＵによって使用されるＰＲＳは、通常の１つまたは複数のサブ
フレーム、またはＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉ－ｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｏｖｅｒ
　ａ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）に確保されたサブフレーム
に含まれ得る。ＰＲＳ帯域幅は、例えば、サブフレームにおけるシステム帯域幅まで構成
可能とすることができる。
【００４６】
　一般性を失うことなく、また説明の便宜上、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の特定の近傍
のための１つの測定サンプルに到達するのに十分なエネルギーを蓄積するために、複数の
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位置決めサブフレームの割り振りを必要とし得る。例えば、１つのサンプルを導出するた
めに、１、２、４、または６つの連続する位置決めサブフレームが必要となり得る。さら
に、位置決めサブフレームは、通常、何周期かで生じ得る（例えば１６、３２、６４、ま
たは１２８個の無線フレームなど。また位置決めの機会は、隣接したｅＮｏｄｅＢの間で
半静的に構成され、調整され得る）。
【００４７】
　ＭＢＳＦＮに確保されたサブフレームは、位置決めサブフレームとして使用されるとき
、通常のサブフレームと同じＰＲＳパターンを有し得る。具体的には、１つのサブフレー
ムにおける周波数次元での位置決めに使用されるすべてのＰＲＢにおいて同じＰＲＳパタ
ーンが使用され得る。Ｒｅｌｅａｓｅ　８　ＬＴＥでのＣＲＳと類似の１つまたは複数の
ＰＲＳパターンが、１つの入力パラメータとしてＰＣＩ（物理セルＩＤ）の関数として生
成され得る。
【００４８】
　支援データは、例えばＲＲＣ（無線リソース制御）やＬＰＰシグナリングなど、上位層
シグナリングを介してＷＴＲＵに提供され得る。
【００４９】
　ＯＴＤＯＡ計算に使用することができる時間差測定は、ＲＳＴＤ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ：基準信号時間差）とすることができ
る。ＲＳＴＤは、セルｊとセルｉとの間の相対的なタイミング差と定義することができ、
これはＴSubframeRxj－ＴSubframeRxiと定義することができ、この場合、ＴSubframeRxj

は、ＷＴＲＵがセルｊから１つのサブフレームの先頭を受信したときの時刻であり、ＴSu

bframeRxiは、ＷＴＲＵがセルｊから受信されたサブフレームに時間的に最も近いセルｉ
から１つのサブフレームの対応する先頭を受信したときの時刻である。観察されたサブフ
レーム時間差についての基準点は、ＷＴＲＵのアンテナコネクタでもよい。ＲＳＴＤ測定
は、周波数内セル測定および周波数間セル測定に適用可能とすることができる。
【００５０】
　周波数間測定を行うとき、ＷＴＲＵは、その受信機を適切なＤＬ（ダウンリンク）搬送
周波数に同調させる必要がある場合があり、したがって、サービス提供セルのＤＬ周波数
で受信できない場合がある。さらに、多くの一般のＷＴＲＵ　ＲＦの実装は、単一の発振
器がＤＬ　Ｒｘ（受信）およびＵＬ（アップリンク）Ｔｘ（送信）周波数の両方を導出す
るために使用され得る周波数合成器を使用することができる。このＲＦ（無線周波数）ア
ーキテクチャは、３ＧおよびＬＴＥ技術において、一般のＤＬ－ＵＬ周波数二重化距離（
ｄｕｐｌｅｘ　ｄｉｓｔａｎｃｅ）の使用によって容易にすることができる。したがって
、ＷＴＲＵは、測定のためにそのＤＬ　Ｒｘ周波数をそれ自体のサービス提供セルによっ
て使用されるものとは異なるＤＬ周波数チャネルに同調させるとき、そのサービス提供セ
ルにおいて使用中のＵＬ　Ｔｘ周波数チャネル上で同時に送信することができない場合が
ある。さらに、いくつかの３ＧまたはＬＴＥ周波数帯域のいくつかのＤＬ周波数チャネル
は、他の３ＧまたはＬＴＥ帯域のＵＬ周波数チャネルにあまりに近すぎる場合もあり、し
たがって、ＷＴＲＵ　ＲＦアーキテクチャがＤＬ　ＲｘおよびＵＬ　Ｔｘ周波数のこうし
た個別の同調をサポートすることができる場合でさえ、ＤＬ測定は、ＷＴＲＵによる同時
のＵＬ送信からの自己干渉なしで確実に実行されない場合がある。
【００５１】
　本明細書に記載されている方法は、ＯＴＤＯＡおよびＲＳＴＤに関して示されているが
、任意の位置決め測定および位置決め方法に適用可能である。さらに、本明細書に記載さ
れている方法は、特定の組み合わせで記載されているが、各方法および／または各方法の
一部を単独で、または他の方法または他の方法の一部との組み合わせで使用することがで
きる。
【００５２】
　ＣＲＳまたはＰＲＳの間の選択のための方法が本明細書に記載されている。１つの方法
では、ＷＴＲＵは、ＰＲＳの存在に基づく位置決め測定のためにＣＲＳを使用すべきか、
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ＰＲＳを使用すべきかを決定することができる。ＷＴＲＵは、上位層シグナリングに基づ
いてサービス提供セルにおけるＰＲＳの存在およびサブフレームの割り振りを認識し得る
。情報は、専用のシグナリングを介してブロードキャストされ、または送信され得る。
【００５３】
　例えば、サービス提供セルにＰＲＳが存在する場合、ＷＴＲＵは、ＰＲＳを使用して、
例えばＲＳＴＤなど、位置決め測定で使用するためのサービス提供セルのタイミングを決
定することができる。別の例では、ＷＴＲＵは、サービス提供セルと同じサブフレームで
ＰＲＳを送信する任意の周波数内セルの、例えばＲＳＴＤなど、サービス提供セルに対す
るタイミングを決定するためにＰＲＳを使用することができる（すなわち、ＷＴＲＵは、
サービス提供セルのＰＲＳと同じサブフレームにおいて他のセルのＰＲＳを探し、例えば
ＲＳＴＤなど、サービス提供セルに対する相対的なタイミングを決定する）。さらに別の
例において、ＷＴＲＵは、サービス提供セルのＰＲＳを含むものとは異なり、しかしＷＴ
ＲＵに既知のサブフレームでＰＲＳを送信する任意の周波数内セルの、例えばＲＳＴＤな
ど、サービス提供セルに対するタイミングを決定するためにＰＲＳを使用することができ
る（例えば、近傍セルの送信とサービス提供セルの送信との間のＳＦＮ（システムフレー
ム数）オフセットなどがＷＴＲＵに伝えられる非同期のＰＲＳ送信の場合）。
【００５４】
　他の方法において、サービス提供セルがＰＲＳをサポートしていない場合、ＷＴＲＵは
、サービス提供セル、および位置決め測定に使用され得る他の各セルの両方にＣＲＳを使
用することができ、また、例えばＯＴＤＯＡをサポートするＲＳＴＤの場合など、各セル
とサービス提供セルとの間の相対時間差を決定するためにＣＲＳを使用することができる
。
【００５５】
　別の方法では、測定すべきセルがＰＲＳをサポートしていない場合、ＷＴＲＵは、両方
のセルについてのＣＲＳ測定に基づいてそのセルおよびサービス提供セルについてのＲＳ
ＴＤ測定を行うことができる。
【００５６】
　他の方法では、ＷＴＲＵは、あるセルにＰＲＳを使用して、他方のセルにＣＲＳを使用
して、ＲＳＴＤ測定を行うことができる。
【００５７】
　別の方法では、明確な上位層シグナリングを使用して、ＣＲＳを使用すべきかＰＲＳを
使用すべきかをＷＴＲＵに伝えることができる。例えば、Ｅ－ＳＭＬＣは、ＰＲＳをサー
ビス提供セルに使用すべきか、および他のどのセルに使用すべきかを、ＬＰＰシグナリン
グを介して、ＷＴＲＵに信号で送信する（ｓｉｇｎａｌ）ことができる。デフォルトでは
ＣＲＳを使用することができ、すなわち、ＷＴＲＵは、ＰＲＳを使用するように伝えられ
なければ、ＣＲＳを使用することができる。
【００５８】
　別の方法では、あるセル、すなわちサービス提供セルまたは他のセルがＰＲＳをサポー
トする場合、ＷＴＲＵは、そのセルの位置決め測定のためにＰＲＳを使用することができ
る。あるセル、すなわちサービス提供セルまたは他のセルがＰＲＳをサポートしていない
場合、ＷＴＲＵは、そのセルの位置決め測定のためにＣＲＳを使用することができる。
【００５９】
　別の方法では、測定すべき各セルがＰＲＳをサポートしているかどうかをＷＴＲＵに伝
えるために、上位層シグナリングを使用することができる。ＷＴＲＵは、測定すべきセル
がＰＲＳをサポートしていると伝えられない場合、そのセルがＰＲＳをサポートしていな
いと見なし得る。
【００６０】
　別の方法では、測定すべき各セルがＰＲＳのその送信においてサービス提供セルと同期
されるかどうかをＷＴＲＵに伝えるために、上位層シグナリングを使用することができる
。上位層シグナリングは、すべてのセル（または測定すべきすべてのセル）がＰＲＳのそ
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の送信においてサービス提供セルと同期されることをＷＴＲＵに通知する可能性を可能に
することができる。これは、例えば、単一ビットを使用して行うことができる。
【００６１】
　別の方法では、ＰＲＳが測定に使用されることになっているが、ＰＲＳ測定は質が悪い
場合、ＷＴＲＵは、ＣＲＳの使用を試みることができる。ＰＲＳおよびＣＲＳの質が悪い
場合、ＷＴＲＵは、ＲＳＴＤ測定を破棄することができる。
【００６２】
　別の方法では、ＲＳ測定が許容できるＲＳＴＤ測定に十分な品質かどうか決定するため
に、閾値パラメータをネットワークによってＷＴＲＵに提供することができる。
【００６３】
　別の方法では、ＷＴＲＵは、どちらがより良好な品質を提供するかに応じて、ＣＲＳ測
定またはＰＲＳ測定を使用することができる。サービス提供セルおよび他のセルのそれぞ
れについて、ＷＴＲＵは、個々の品質に基づいてＣＲＳまたはＰＲＳを使用することがで
きる。あるいは、サービス提供セルおよび他のセルの両方のために、ＷＴＲＵは、個々の
品質および／または複合品質に基づいて（両方に同じ）ＣＲＳまたはＰＲＳを使用するこ
とができる。
【００６４】
　本明細書には、参照セルを指定し、使用する方法が記載されている。
【００６５】
　参照セルを指定するための１つの方法例において、ネットワークは、どのセルが位置決
め測定のための参照セルであるかについて、ＷＴＲＵに伝えることができる。参照セルは
、サービス提供セルでもよく、またはそうでなくてもよい。参照セルがサービス提供セル
以外のセルとなることができることによって、例えばハンドオーバを介して位置決めを続
ける能力などの利点を提供することができる。すなわち、ＷＴＲＵは、参照セルまたは近
傍セルに対する変更なしに、または新しい支援データの必要なしに、ハンドオーバ後、位
置決め測定および測定の報告を続けることができる。
【００６６】
　一実施形態において、どのセルが参照セルであるかについてＷＴＲＵに伝えられない場
合、デフォルトの参照セルはサービス提供セルとすることができる。
【００６７】
　参照セルがサービス提供セルでないときの１つの方法例において、ＰＲＳの存在および
サブフレームの割り振りが上位層シグナリングを介してＷＴＲＵに提供され得る。
【００６８】
　参照セルにおけるＰＲＳの存在および／またはどのサブフレームの割り振りがＰＲＳの
ためのものであるかがＷＴＲＵに伝えられない場合、デフォルトはサービス提供セルと同
じとすることができる。すなわち、参照セルにおけるＰＲＳの存在がＷＴＲＵに伝えられ
ない場合、参照セルにおけるＰＲＳの存在は、サービス提供セルにおけるＰＲＳの存在と
同じである。参照セルにおけるＰＲＳのサブフレームの割り振りがＷＴＲＵに伝えられな
い場合、参照セルにおけるサブフレームの割り振りは、サービス提供セルにおけるＰＲＳ
のサブフレームの割り振りと同じである。
【００６９】
　あるいは、参照セルにおけるＰＲＳの存在がＷＴＲＵに伝えられない場合、ＷＴＲＵは
、ＰＲＳが参照セルにおいてサポートされていないと理解する。ＷＴＲＵに、参照セルに
ＰＲＳが存在することは伝えられ、しかし参照セルにおけるＰＲＳのサブフレームの割り
振りは伝えられない場合、参照セルにおけるサブフレームの割り振りは、サービス提供セ
ルにおけるＰＲＳのサブフレームの割り振りと同じである。
【００７０】
　あるいは、参照セルにおけるＰＲＳの存在がＷＴＲＵに伝えられない場合、ＷＴＲＵは
、ＰＲＳが参照セルにおいてサポートされていないと理解する。ＷＴＲＵに、参照セルに
ＰＲＳが存在することは伝えられ、しかし参照セルにおけるＰＲＳのサブフレームの割り
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振りは伝えられない場合、これはエラーのように思われる場合があり、ＷＴＲＵは、あた
かもＰＲＳが参照セルにおいて構成されないかのように働き得る。
【００７１】
　ＰＲＳが参照セルに存在するときの１つの方法例において、ＷＴＲＵは、例えばＲＳＴ
Ｄなど、位置決め測定に使用する参照セルタイミングを決定するためにＰＲＳを使用する
。
【００７２】
　別の方法例において、参照セルにＰＲＳが存在し、参照セルが周波数内セルである場合
、ＷＴＲＵは、参照セルと同じサブフレームでＰＲＳを送信する任意の周波数内セルの、
例えばＲＳＴＤなど、参照セルに対するタイミングを決定するためにＰＲＳを使用するこ
とができ、すなわち、ＷＴＲＵは、参照セルのＰＲＳと同じサブフレームにおいて他のセ
ルのＰＲＳを探し、例えばＲＳＴＤなど、参照セルに対する相対的なタイミングを決定す
る。
【００７３】
　別の方法例において、参照セルにＰＲＳが存在し、参照セルが周波数内セルである場合
、ＷＴＲＵは、参照セルのＰＲＳを含むものとは異なり、しかしＷＴＲＵに既知のサブフ
レームでＰＲＳを送信する任意の周波数内セルの、例えばＲＳＴＤなど、サービス提供セ
ルに対するタイミングを決定するためにＰＲＳを使用することができる。例えば、近傍セ
ルの送信と参照セルの送信との間のＳＦＮオフセット（または近傍セルの送信と参照セル
の送信との間のＳＦＮオフセットを導出することができるように、近傍セルとサービス提
供セルとの間、および参照セルとサービス提供セルとの間のＳＦＮオフセット）がＷＴＲ
Ｕに伝えられ得る非同期のＰＲＳ送信の場合と同様である。
【００７４】
　参照セルがＰＲＳをサポートしていないときの１つの方法例において、次いでＷＴＲＵ
は、例えばＯＴＤＯＡをサポートするＲＳＴＤの場合など、各セルと参照セルの間の相対
時間差を決定するために、参照セル、および位置決め測定に使用される他の各セルの両方
にＣＲＳを使用することができる。
【００７５】
　測定すべきセルがＰＲＳをサポートしていないときの１つの方法例において、次いで、
そのセルについてのＲＳＴＤのＷＴＲＵ測定は、そのセルおよび参照セルについてのＣＲ
Ｓ測定に基づいていてもよい。
【００７６】
　１つの方法例において、明確な上位層シグナリングを使用して、ＣＲＳを使用すべきか
ＰＲＳを使用すべきかをＷＴＲＵに伝えることができる。例えば、Ｅ－ＳＭＬＣは、ＰＲ
Ｓを参照セルに使用すべきか、および非参照セルのうちのどれに使用すべきかを、ＬＰＰ
シグナリングを介して、ＷＴＲＵに信号で送信することができる。明確なシグナリングの
場合、デフォルトではＣＲＳを使用することになっている場合があり、すなわち、ＷＴＲ
Ｕは、ＰＲＳを使用するように伝えられなければ、ＣＲＳを使用することができる。
【００７７】
　あるセル、すなわち参照セルまたは他のセルがＰＲＳをサポートする１つの方法例にお
いて、次いでＷＴＲＵは、そのセルの測定のためにＰＲＳを使用することができる。ある
セル、すなわち参照セルまたは他のセルがＰＲＳをサポートしていない場合、ＷＴＲＵは
、そのセルの測定のためにＣＲＳを使用することができる。
【００７８】
　１つの方法例において、測定すべき各非参照セルがＰＲＳをサポートしているかどうか
をＷＴＲＵに伝えるために、上位層シグナリングを使用することができる。ＷＴＲＵは、
測定すべき非参照セルがＰＲＳをサポートしていると伝えられない場合、それがＰＲＳを
サポートしていないと理解する。
【００７９】
　別の方法例において、測定すべき各非参照セルがＰＲＳのその送信において参照セルと
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同期されるかどうかをＷＴＲＵに伝えるために、上位層シグナリングを使用することがで
きる。上位層シグナリングは、例えば単一ビットを使用して、すべての非参照セル（また
は測定すべきすべての非参照セル）がＰＲＳのその送信において参照セルと同期されるこ
とをＷＴＲＵに通知する可能性を可能にすることができる。
【００８０】
　別の方法例では、ＷＴＲＵは、どちらがより良好な品質を提供するかに応じて、ＣＲＳ
測定またはＰＲＳ測定を使用することができる。参照セルおよび非参照セルのそれぞれに
ついて、ＷＴＲＵは、個々の品質に基づいてＣＲＳまたはＰＲＳを使用することができる
。あるいは、参照セルおよび近傍セルの両方のために、ＷＴＲＵは、個々の品質および／
または複合品質に基づいて（両方に同じ）ＣＲＳまたはＰＲＳを使用することができる。
【００８１】
　本明細書には、周波数間ＲＳＴＤ測定を実行するための方法が記載されている。
【００８２】
　１つの方法例において、例えばＯＴＤＯＡ測定など、位置決め測定に使用される周波数
間近傍セルについて、１つまたは複数のセルの搬送周波数は、ネットワークによってＷＴ
ＲＵに提供され得る。
【００８３】
　この方法例の一実施形態において、例えばＯＴＤＯＡ測定など、位置決め測定に使用さ
れる周波数間近傍セルについて、１つまたは複数のセルの搬送周波数は、支援データの一
部として、ネットワークによってＷＴＲＵに提供され得る。ＷＴＲＵによって位置決め測
定のために示されるこうした周波数間セルを含む支援データメッセージは、ＷＴＲＵと、
例えば１つまたは複数のｅＮＢやＥ－ＳＭＬＣなど１つまたは複数のネットワークノード
とのＲＲＣまたはＬＰＰシグナリング交換によって実現することができる。あるいは、例
えばＭＡＣ（媒体アクセス制御）制御ＰＤＵ（パケットデータ単位）または等価のメッセ
ージなど、他のプロトコルメッセージが使用されてもよい。
【００８４】
　一実施形態において、位置決め測定のために示される１つまたは複数の周波数間セルの
ＥＡＲＦＣＮ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
ｃｈａｎｎｅｌ　ｎｕｍｂｅｒ）は、支援データで提供され得る。
【００８５】
　別の実施形態において、位置決め測定のために示される１つまたは複数の周波数間セル
の搬送周波数は、ＬＰＰシグナリングを介してＥ－ＳＭＬＣによってＷＴＲＵに提供され
得る。
【００８６】
　別の方法では、ＷＴＲＵは、モビリティ処理などのために、例えば１つまたは複数のｅ
ＮｏｄｅＢなど、１つまたは複数のネットワークノードによって、ＷＴＲＵにすでに提供
されている既存の１つまたは複数の搬送周波数リストおよび／または１つまたは複数の周
波数間近傍セルリストに基づいて、例えばＯＴＤＯＡ測定のためなど、位置決めのために
どの搬送周波数および／または周波数間セルを測定すべきかを決定することができる。
【００８７】
　一実施形態において、モビリティ処理など他の測定のために示される搬送周波数および
／または周波数間セルのすべてまたは一部は、ＷＴＲＵについての位置決めのための周波
数間測定候補として適格である。
【００８８】
　別の実施形態では、そうでなければ、その文脈における特定の測定ルールのために、測
定のため（例えばモビリティ処理のため）にＷＴＲＵによって破棄される搬送周波数およ
び／または周波数間セルは、ＷＴＲＵによって位置決めのための有効な測定候補と見なさ
れ得る。
【００８９】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、ＲＲＣシグナリングを介して提供されたＩｎｔｅｒＦ
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ｒｅｑＣａｒｒｉｅｒＦｒｅｑＬｉｓｔおよび／またはＩｎｔｅｒＦｒｅｑＮｅｉｇｈＬ
ｉｓｔでＷＴＲＵに提供された搬送周波数／または周波数間セルに基づいて位置決めのた
めにどの搬送周波数および／または周波数間セルを測定すべきかを決定することができる
。
【００９０】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、既存の測定リストに基づいて位置決めのためにどの周
波数チャネルおよび／または周波数間セルを推定すべきかを決定することができ、位置決
めに使用すべき測定からＩｎｔｅｒＦｒｅｑＢｌａｃｋＣｅｌｌＬｉｓｔにおけるセルを
除外しない場合がある。
【００９１】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、ｅＮＢによって提供される周波数間近傍キャリアおよ
び／または１つまたは複数のセルリストで提供されない任意の搬送周波数および／または
候補セルを位置決めするための周波数間測定から除外することができる。例えば、Ｅ－Ｓ
ＭＬＣが位置決めのために測定すべき周波数間セルの搬送周波数を提供する場合、ｅＮＢ
によって提供される周波数間近傍キャリアおよび／または１つまたは複数のセルリストに
も含まれていない周波数がそのリストにある場合、ＷＴＲＵは、それらの周波数を位置決
め測定から除外することができる。
【００９２】
　別の実施形態において、Ｅ－ＳＭＬＣが位置決めのために測定すべき周波数間セルのリ
ストを提供する場合、ｅＮＢによって提供される１つまたは複数の周波数間近傍キャリア
にも含まれていない周波数間セルがそのリストにある場合、ＷＴＲＵは、（ｅＮＢによっ
て提供される１つまたは複数の周波数間近傍セルリスト上のものでない）それらのセルを
位置決め測定から除外することができる。
【００９３】
　１つの方法例において、ＷＴＲＵが位置決めのために測定するセルは、他の測定によっ
て決定されるように、強度または受信品質が十分に良好である、または十分信頼性が高い
と考えられるものに限定され得る。
【００９４】
　一実施形態において、この決定で使用するこうした他の測定は、ＲＳＲＰ（基準信号受
信電力）、および／またはＲＳＲＱ（基準信号品質）とすることができる。
【００９５】
　別の実施形態では、ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱの測定が指定された閾値を超えな
い場合、ＷＴＲＵは、関連した１つまたは複数のセルおよび／または関連した１つまたは
複数の周波数を位置決め測定から除外することができる。
【００９６】
　別の実施形態では、閾値パラメータは、例えばＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱ測定に
基づく適用可能な信号強度または信号品質レベルが位置決め測定のための特定のセルおよ
び／または特定の搬送周波数を考慮するのに十分良好かどうかの決定のために使用するた
めに、ネットワークによってＷＴＲＵに提供され得る。
【００９７】
　別の実施形態では、ＷＴＲＵは、それ自体の測定に基づいて、ネットワークの介入なし
に、適用可能な信号強度または信号品質レベルを構成することができる。
【００９８】
　別の実施形態では、異なる信号強度または受信品質閾値は、異なる測定対象物ごとにＷ
ＴＲＵにおいて構成することができる。例えば、第１の信号品質閾値は、位置決めのため
に使用される第１の周波数チャネルに適用することができ、第２の、場合によっては異な
る信号品質閾値は、位置決めなどのために使用される第２の周波数チャネルに適用するこ
とができる。
【００９９】
　１つの方法例において、サービス提供ｅＮＢは、ＷＴＲＵがその後どのセルおよび／ま
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たはどの周波数を測定しなければならないかをＥ－ＳＭＬＣが決定できるようにするため
に、ＷＴＲＵによって報告される測定の強度および／または品質をＥ－ＳＭＬＣに通知す
ることができる。
【０１００】
　一実施形態において、ｅＮＢは、ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱのＷＴＲＵの測定を
Ｅ－ＳＭＬＣに通知することができる。この情報は、ＬＰＰａシグナリングを使用して送
信することができる。
【０１０１】
　１つの方法例において、周波数間位置決め測定を実行するようにＥ－ＳＭＬＣがＷＴＲ
Ｕに伝えられ得るとき、Ｅ－ＳＭＬＣは、そのＷＴＲＵについてのサービス提供ｅＮＢに
通知することもできる。別の例において、Ｅ－ＳＭＬＣは、ＬＰＰａシグナリングを使用
してｅＮＢに通知することができる。また、Ｅ－ＳＭＬＣは、周波数間位置決め測定を特
定のＷＴＲＵに要求することができ、測定すべきセル（群）の搬送周波数および／または
セルＩＤを任意選択で含むことができることをｅＮＢに通知することができる。さらに別
の例において、ｅＮＢは、これらの周波数間測定をサポートするために、必要に応じて、
ＷＴＲＵにおける測定ギャップを構成することもできる。
【０１０２】
　１つの方法例において、サービス提供ｅＮＢは、ＷＴＲＵが測定を報告している可能性
があるセルの搬送周波数をＥ－ＳＭＬＣに通知することができる。例えば、これは、ＷＴ
ＲＵがＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱを報告している可能性があるセルの搬送周波数を
含み得る。したがって、Ｅ－ＳＭＬＣは、ＷＴＲＵがすでに聞き、測定している搬送周波
数を知っている。この情報は、ＬＰＰａシグナリングを使用して送信することができる。
【０１０３】
　１つの方法例において、サービス提供ｅＮＢは、ＷＴＲＵが測定を報告している可能性
がある周波数間セル、および任意選択ですべてのセルのセルＩＤをＥ－ＳＭＬＣに通知す
ることができる。例えば、これは、ＷＴＲＵがＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱを報告し
ているセルのセルＩＤを含み得る。したがって、Ｅ－ＳＭＬＣは、ＷＴＲＵがすでに聞き
、測定しているセルを知っている。この情報は、ＬＰＰａシグナリングを使用して送信す
ることができる。
【０１０４】
　１つの方法例において、周波数間測定のＷＴＲＵの能力は、ＲＳＴＤ測定を含むように
拡大することができる。例えば、ＷＴＲＵは、最高３つのＦＤＤ周波数間搬送波について
、周波数分割複信（ＦＤＤ）周波数間搬送波当たり少なくとも４つの周波数間セルのＲＳ
ＲＰ、ＲＳＲＱ、およびＲＳＴＤの測定を実行することができることが必要であり得る。
【０１０５】
　１つの方法例において、ＷＴＲＵは、最高Ｙ個のＦＤＤ周波数間搬送波について、ＦＤ
Ｄ周波数間搬送波当たり少なくともＸ個の周波数間セルのＲＳＴＤ測定をＷＴＲＵが実行
することができることを指定する周波数間ＲＳＴＤ測定の要件を有し得る。一例において
、Ｘ＝２または３、およびＹ＝１または２である。類似の要件が時分割二重（ＴＤＤ）に
課され得る。
【０１０６】
　一例において、ＷＴＲＵは、任意の測定を行う周波数間セルおよび搬送周波数の合計数
がＲＳＲＰおよびＲＳＲＱに必要な能力を超えないように、ＲＳＴＤ測定を行う周波数間
セルおよび／または搬送周波数の数を制限することができる。
【０１０７】
　例えば、ＷＴＲＵは、最高３つのＦＤＤ周波数間搬送波について、ＦＤＤ周波数間搬送
波当たり少なくとも４つの周波数間セルのＲＳＲＰおよびＲＳＲＱの測定を実行すること
が可能である。ＷＴＲＵが、例えば、２つのＦＤＤ周波数間搬送波のそれぞれについて、
ＦＤＤ周波数間搬送波当たり３つの周波数間セルにおいてＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定を実行
している場合、ＲＳＴＤでの能力要件は、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱについてすでに測定されて
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いるセルに加え、既存の２つの周波数において追加のセルをもう１つ＋第３の周波数にお
いて最高４つのセルの測定をサポートすることになる。
【０１０８】
　本明細書には、ＷＴＲＵ４０５が本明細書に記載されている方法を使用して従うことが
できる方法例が記載されている。ＷＴＲＵ４０５は、ネットワーク４１０から、構成され
た周波数間測定対象物を受信し、格納することができる（４１５）。例えば、ｅＮｏｄｅ
ＢまたはＥ－ＳＭＬＣは、ＲＲＣまたはＬＰＰプロトコルメッセージ交換を介してＷＴＲ
Ｕ４０５に測定対象物の１つまたは複数のリストを送信することができる。周波数間測定
対象物は、現在のサービス提供セル周波数、またはそれぞれの識別子を含む周波数間セル
以外の搬送周波数を含み得る。次いでＷＴＲＵ４０５は、１つまたは複数のフィルタリン
グ基準に基づいて、有効な位置決め測定対象物のリストを構築することができる（４２０
）。
【０１０９】
　１つのフィルタリング基準によって、いくつかの測定対象物が位置決め候補リストから
除外されることになり得る。例えば、周波数間モビリティリストにおいてもｅＮＢによっ
て示されていない周波数は、位置決め測定のためにＷＴＲＵ４０５によって使用可能では
ない場合がある。信号強度または信号品質測定が低い信頼性を示す場合、他のフィルタリ
ング基準によって、１つまたは複数の測定対象物がリストから除外される場合がある。さ
らに別のフィルタリング基準例において、測定対象物のリストは、他の測定のために周波
数間測定の文脈において考慮されないいくつかのセルまたは周波数を含むことによって完
成され得る。例えば、ブラックリストに記載されたセルが位置決めのために含まれる場合
がある。
【０１１０】
　次いで、ＷＴＲＵ４０５は、位置決めのための測定対象物のリストを格納し（４２５）
、測定スケジュールに従って位置決め測定の実行を開始する（４３０）。
【０１１１】
　測定対象物リストの最初の構築に加えて、同じまたは異なる組のフィルタ基準を使用し
て、位置決めのために有効な測定対象物のリストをリフレッシュすることができる。これ
は、更新間隔で行われ得る。例えば、周波数間チャネルの新しいリストの受信が測定対象
物リストへの更新をトリガすることができる。あるいは、またはさらに、位置決めのため
に十分な信号強度または信号品質に達しているセルが含まれ得る。
【０１１２】
　本明細書には、周波数間測定のためにどの信号を測定すべきかを決定するための方法が
記載されている。１つの方法例において、周波数間セルについてのＲＳＴＤに、ＣＲＳの
みが使用され得る。例えば、サービス提供セル周波数における位置決め測定のために、Ｐ
ＲＳおよびＣＲＳを両方構成することができる一方で、周波数間セルではＣＲＳのみが使
用され得る。別の方法では、ＰＲＳに対してＣＲＳを選択することについてのルールは、
周波数内セルおよび周波数間セルの両方に適用され得る。
【０１１３】
　本明細書には、測定の集積のためにいくつのサブフレームが使用可能であり得るかを決
定する方法が記載されている。１つの方法例において、周波数間ＰＲＳ測定についての集
積に使用できるサブフレームの数（ＮPRS）は、周波数内ＰＲＳ測定についての集積に使
用できるサブフレームの数と異なり得る。例えば、周波数間ＰＲＳ測定についての集積に
使用できるサブフレームの数（ＮPRS）は、周波数内ＰＲＳ測定についての集積に使用で
きるサブフレームの数未満となり得る。
【０１１４】
　１つの方法例において、周波数間ＰＲＳ測定についての集積に使用できるサブフレーム
の数（ＮPRS）は、ＷＴＲＵに信号で送信され得る。例えば、周波数間ＰＲＳ測定につい
ての集積に使用できるサブフレームの数（ＮPRS）は、周波数内ＰＲＳ測定についての集
積に使用できるサブフレームの数とは別のパラメータとして、ＷＴＲＵに信号で送信され
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得る。
【０１１５】
　１つの方法例において、周波数間ＰＲＳ測定についての集積に使用するためのサブフレ
ームの数（ＮPRS）は、定数でもよい。例えば、周波数間ＰＲＳ測定についての集積に使
用するためのサブフレームの数（ＮPRS）は、１つのサブフレームでもよい。
【０１１６】
　本明細書には、周波数間セルを測定すべきときを決定する方法が記載されている。１つ
の方法例において、ネットワーク構成された測定ギャップを使用して、周波数間ＲＳＴＤ
測定を実行することができる。測定ギャップ中のＤＬ受信およびＵＬ送信についてのルー
ルは適用され得る。すなわち、測定ギャップ中、ＷＴＲＵは、いかなるデータも送信しな
い場合があり、Ｅ－ＵＴＲＡＮサービス提供セルの搬送周波数におけるその受信機の同調
は期待されない。
【０１１７】
　別の方法例において、周波数間Ｅ－ＵＴＲＡＮ測定（例えばＲＳＲＰ測定およびＲＳＲ
Ｑ測定）の場合に識別されるギャップが周波数間ＲＳＴＤ測定のために使用されてもよい
。
【０１１８】
　別の方法例において、周波数間ＲＳＴＤ測定のために新しい測定ギャップが定義され、
使用されてもよい。ギャップ長、ギャップ期間、およびギャップ開始サブフレームがネッ
トワークによってＷＴＲＵに提供され得る。ギャップパラメータは、パターンがＰＲＳパ
ターン上に完全にまたは一部分重なることができるほど十分柔軟とすることができる。さ
らに、ＷＴＲＵは、このギャップ中、例えばＳＲＳ（サウンディング基準信号）、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ（肯定／否定応答）、ＣＱＩ（チャネル品質インジケータ）報告など、任意の
ＵＬ送信を行う必要はない。さらに、ＷＴＲＵは、このギャップ中、Ｅ－ＵＴＲＡＮサー
ビス提供セルの搬送周波数におけるその受信機の同調を期待されない場合がある。
【０１１９】
　別の方法例において、ＮPRSがＰＲＳに割り振られるサブフレームの数であり得ると仮
定すると、ＷＴＲＵは、周波数内ＰＲＳ測定のためのサブフレームの一部、および周波数
間ＰＲＳ測定のためのサブフレームの一部を使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは
、周波数間測定を行うために、ＮPRS個のサブフレームの最後のＸ個のサブフレーム（あ
るいは、最初のＸ個のサブフレーム）を使用することができる。Ｘの値は、ＷＴＲＵに既
知（固定）であるか、信号で送信され得る。周波数間測定に使用されるサブフレーム、お
よび異なる搬送周波数上の受信および／または操作の間の移行に使用される任意のサブフ
レームの間、ＷＴＲＵは、例えばＳＲＳ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ報告など、任意の１
つまたは複数のＵＬ送信を行う必要がない場合がある。ＷＴＲＵは、周波数間測定に使用
される１つまたは複数のサブフレームの間、Ｅ－ＵＴＲＡＮサービス提供セルの搬送周波
数におけるその受信機の同調を期待されない場合がある。
【０１２０】
　別の方法例において、異なる搬送周波数で送信するセルは、必ずしも同じサブフレーム
でＰＲＳを送信しなくてもよい。割り振りは、部分的に重なってもよく、またはまったく
重ならなくてもよい。単に説明上、割り振りパターン１を使用して搬送周波数ｆ１で送信
するセル１、および割り振りパターン２を使用して搬送周波数ｆ２で送信するセル２につ
いて検討する。割り振りパターン２は、割り振りパターン１と同じでもよいが、固定数の
サブフレームだけ時間的にシフトし得る。別の例において、割り振りパターン１は、ＳＦ
Ｎ（システムフレーム番号）０のサブフレーム０で開始し、１６フレームごとに４つのサ
ブフレームとすることができ、割り振りパターン２は、同じパターンであるが、ＳＦＮ０
のサブフレーム４で開始することとしてもよい。この例では、最初の４つがｆ１上で送信
するセルのためのものであり、第２の４つがｆ２上で送信するセルのためのものである、
ＰＲＳについての８つの連続するサブフレームが存在することになる。別の例において、
割り振りパターン２は、割り振りパターン１と異なっていてもよい。
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【０１２１】
　この方法例において、ＷＴＲＵに、周波数間セルについての割り振りパターンが信号で
送信され得る。これは、セルベース、または搬送周波数ベースとすることができる。周波
数間測定に使用されるサブフレーム、および異なる搬送周波数上の受信および／または操
作の間の移行に使用される任意の１つまたは複数のサブフレームの間、ＷＴＲＵは、例え
ばＳＲＳ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ報告など、任意のＵＬ送信を行う必要がない場合が
ある。ＷＴＲＵは、周波数間測定に使用される１つまたは複数のサブフレームの間、Ｅ－
ＵＴＲＡＮサービス提供セルの搬送周波数におけるその受信機の同調を期待されない場合
がある。
【０１２２】
　別の方法例において、異なる搬送周波数で送信するセルは、必ずしも同じサブフレーム
でＰＲＳを送信しなくてもよい。搬送周波数は、グループに入れられてもよく、各グルー
プではサブフレームの割り振りが定義されていてもよい。搬送周波数が特定のグループに
あるセルはすべて、同じサブフレームの割り振りを使用することができる。
【０１２３】
　この方法例において、ＷＴＲＵに、周波数間セルについての割り振りパターンが伝えら
れ得る。これは、セルベース、搬送周波数ベース、またはグループベースとすることがで
きる。グループベースのケースでは、ＷＴＲＵがどの周波数が各グループにあるかをＷＴ
ＲＵが知るための手段が設けられてもよい。これは、固定であってもよく、または信号で
送信されてもよい。周波数間測定に使用されるサブフレーム、および異なる搬送周波数上
の受信および／または操作の間の移行に使用される任意のサブフレームの間、ＷＴＲＵは
、例えばＳＲＳ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ報告など、任意のＵＬ送信を行う必要がない
場合がある。さらに、ＷＴＲＵは、周波数間測定に使用される１つまたは複数のサブフレ
ームの間、Ｅ－ＵＴＲＡＮサービス提供セルの搬送周波数におけるその受信機の同調を期
待されない場合がある。
【０１２４】
　別の方法例において、Ｅ－ＳＭＬＣは、１つまたは複数のｅＮＢがそれに応じて測定ギ
ャップを構成することができるように、周波数間ＰＲＳ測定を行うＷＴＲＵの構成に関連
した情報を１つまたは複数のｅＮＢに提供することができる。この情報は、ＲＳＴＤ測定
を行うようＷＴＲＵが依頼されている搬送周波数を含み得る。この通信にＬＰＰａシグナ
リングが使用されてもよい。
【０１２５】
　別の方法例において、周波数間測定に使用すべき測定ギャップは、ＰＲＳのサブフレー
ムの割り振りによって、暗黙的に構成することができ、すなわち、ネットワークがＷＴＲ
Ｕに対する周波数間ＰＲＳ信号のサブフレームの割り振りに関する情報を信号で送信する
ことは、測定ギャップが構成されることを含意する。ＷＴＲＵは、これが測定ギャップで
あることを理解することができ、このギャップの間、サービス提供セルにおいて、ＤＬで
受信する、またはＵＬで送信する必要がない場合がある。
【０１２６】
　別の方法例において、異なる搬送周波数で送信するセルは、同じサブフレームでＰＲＳ
を送信することができる。ＷＴＲＵに、周波数内測定にＰＲＳ割り振りのどの期間を使用
すべきか、および周波数間測定のためにどれを使用すべきかが伝えられ得る。例えば、Ｗ
ＴＲＵに、周波数間測定のためにＰＲＳ割り振りのＮ番目の期間ごとを使用するように伝
えられ、この場合、Ｎは、１以上の整数とすることができる。Ｎのデフォルト値は１とす
ることができ、Ｎが１である場合、シグナリングによってＷＴＲＵに通知する必要がない
場合がある。さらに、Ｎが常に１である場合、ＷＴＲＵに通知するための追加のシグナリ
ングは必要ない場合がある。
【０１２７】
　この方法例において、周波数間測定に使用されるサブフレーム、および異なる搬送周波
数上の受信および／または操作の間の移行に使用される任意のサブフレームの間、ＷＴＲ
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Ｕは、例えばＳＲＳ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ報告など、任意のＵＬ送信を行う必要が
ない場合がある。周波数間ＰＲＳ測定に指定されるこれらのサブフレームの間、ＷＴＲＵ
は、他のセルの測定のための参照タイミングを得るために、ある長さの時間（例えば、い
くつかのサブフレーム）の間の初めにその受信機をサービス提供（または他の参照）セル
の搬送周波数に同調させる必要がある場合があることに留意されたい。上記を除き、ＷＴ
ＲＵは、周波数間測定に使用される１つまたは複数のサブフレームの間、Ｅ－ＵＴＲＡＮ
サービス提供の搬送周波数におけるその受信機の同調を期待されない場合がある。
【０１２８】
　１つの方法において、参照セルがＰＲＳをサポートしているとき、参照セルのＯＴＤＯ
Ａ支援データは、参照セルについてのＰＲＳ情報を含み、近傍セルについてのＯＴＤＯＡ
支援データは、それが参照セルのＰＲＳ情報と同様でない場合、近傍セルについてのＰＲ
Ｓ情報を含む。ＰＲＳ情報は、ＰＲＳ帯域幅、ＰＲＳ構成インデックスを含むことができ
、ＰＲＳ構成インデックスは、ＰＲＳ（ＰＲＳがどのサブフレームで送信されるかをサブ
フレームの割り振りが識別する）についてのサブフレームの割り振りを提供するテーブル
へのインデックスなどでもよい。
【０１２９】
　参照セルがＰＲＳをサポートし、近傍セルはサポートしていない場合、近傍がＰＲＳを
サポートしていないことをＷＴＲＵに通知するための手段が必要である。これは、以下の
方法のうちの１つまたは複数で実行され得る。１つの方法例において、近傍セルについて
のＰＲＳ情報で、ＰＲＳ帯域幅は、ＰＲＳが近傍セルにおいてサポートされていないこと
を意味するためのＷＴＲＵによって解釈される特定の値に設定され得る。例えば、ＰＲＳ
帯域幅は、有効なＰＲＳ帯域幅値でない値に設定することができ、これは例えばすべてゼ
ロまたはすべて１の値でもよい。
【０１３０】
　別の方法例において、近傍セルについてのＰＲＳ情報で、ＰＲＳ構成インデックスは、
ＰＲＳが近傍セルにおいてサポートされていないことを意味するためのＷＴＲＵによって
解釈される特定の値に設定され得る。例えば、４０９５など、確保された値の１つが使用
され得る。
【０１３１】
　別の方法例において、近傍セルについてのＰＲＳ情報で、ＰＲＳが近傍セルにおいてサ
ポートされていないことを示すために、パラメータのうちの２つ以上に特定の値が使用さ
れ得る（値は、異なるパラメータについて同じでもよく、または異なっていてもよい）。
例えば、すべての値は、０にセットされ得る。ＷＴＲＵは、ＰＲＳが近傍セルにおいてサ
ポートされていないことを意味するためのパラメータ値の組み合わせを解釈することがで
きる。
【０１３２】
　実施形態　
　１．セルを参照セルと指定するステップを含む位置決め測定をサポートするための方法
。
【０１３３】
　２．参照セル情報をＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）に送信するステップをさらに含む
上記の実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１３４】
　３．参照セルはサービス提供セルでない上記の実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１３５】
　４．参照セルがＰＲＳをサポートするという条件で、参照セルについてのＰＲＳ（位置
決め基準信号）情報をＷＴＲＵに送信するステップをさらに含む上記の実施形態のいずれ
かに記載の方法。
【０１３６】
　５．ＰＲＳ情報はＰＲＳサブフレーム割り振り情報を含む上記の実施形態のいずれかに
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記載の方法。
【０１３７】
　６．ＰＲＳ情報のシグナリングの欠如は、ＰＲＳのサポートがないことに等しい上記の
実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１３８】
　７．位置決め基準信号のその送信が位置決め基準信号の参照セルの送信と同期すること
を示す各非参照セルについての情報を送信するステップをさらに含む上記の実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０１３９】
　８．位置決め測定に使用されている少なくとも１つの周波数間セルに関して少なくとも
１つの搬送周波数を送信するステップをさらに含む上記の実施形態のいずれかに記載の方
法。
【０１４０】
　９．少なくとも１つの搬送周波数は、支援データとして提供される上記の実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０１４１】
　１０．支援データは、無線リソース制御またはＬＴＥ位置決めプロトコルシグナリング
のうちの１つを介して信号で送信される上記の実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４２】
　１１．少なくとも１つの搬送周波数は、ＥＡＲＦＣＮを使用して識別される上記の実施
形態のいずれかに記載の方法。
【０１４３】
　１２．ＥＡＲＦＣＮは、支援データとして提供される上記の実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０１４４】
　１３．ネットワークから参照セル情報を受信するステップを含む位置決め測定をサポー
トするための方法。
【０１４５】
　１４．参照セル情報を使用して位置決め測定を行うステップをさらに含む実施形態１３
に記載の方法。
【０１４６】
　１５．参照セルがＰＲＳをサポートするという条件で、参照セルについてのＰＲＳ（位
置決め基準信号）情報を受信するステップをさらに含む実施形態１３～１４のいずれか一
項に記載の方法。
【０１４７】
　１６．ＰＲＳ情報はＰＲＳサブフレーム割り振り情報を含む実施形態１３～１５のいず
れか一項に記載の方法。
【０１４８】
　１７．無線送受信ユニットは、参照セルについてのＰＲＳ情報のシグナリングの欠如か
ら、参照セルによるＰＲＳ（位置決め基準信号）サポートの欠如を決定する実施形態１３
～１６のいずれか一項に記載の方法。
【０１４９】
　１８．位置決め基準信号のその送信が位置決め基準信号の参照セルの送信と同期するこ
とを示す各非参照セルについての情報を受信するステップをさらに含む実施形態１３～１
７のいずれか一項に記載の方法。
【０１５０】
　１９．位置決め測定に使用されている少なくとも１つの周波数間セルに関して少なくと
も１つの搬送周波数を受信するステップをさらに含む実施形態１３～１８のいずれか一項
に記載の方法。
【０１５１】



(23) JP 5705854 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

　２０．少なくとも１つの搬送周波数は、支援データとして提供される実施形態１３～１
９のいずれか一項に記載の方法。
【０１５２】
　２１．支援データは、無線リソース制御またはＬＴＥ位置決めプロトコルシグナリング
のうちの１つを介して信号で送信される実施形態１３～２０のいずれか一項に記載の方法
。
【０１５３】
　２２．少なくとも１つの搬送周波数は、ＥＡＲＦＣＮを使用して識別される実施形態１
３～２１のいずれか一項に記載の方法。
【０１５４】
　２３．ＥＡＲＦＣＮは、支援データとして提供される実施形態１３～２２のいずれか一
項に記載の方法。
【０１５５】
　２４．位置決め信号を選択し、ＬＴＥのための周波数間測定を行うための方法。
【０１５６】
　２５．ＣＲＳ（セル固有基準信号）および／またはＰＲＳ（位置決めＲＳ）を使用すべ
きかどうかについて決定するステップをさらに含む実施形態２４に記載の方法。
【０１５７】
　２６．位置決め測定のためのセルタイミングを決定するためにＰＲＳを使用するステッ
プをさらに含む実施形態２４～２５のいずれか一項に記載の方法。
【０１５８】
　２７．セルと同じサブフレームでＰＲＳを送信する周波数内セルのセルタイミングを決
定するためにＰＲＳを使用するステップをさらに含む実施形態２４～２６のいずれか一項
に記載の方法。
【０１５９】
　２８．セルと異なるサブフレームでＰＲＳを送信する周波数内セルのセルタイミングを
決定するためにＰＲＳを使用するステップをさらに含む実施形態２４～２７のいずれか一
項に記載の方法。
【０１６０】
　２９．位置決め測定を決定するためにＣＲＳを使用するステップをさらに含む実施形態
２４～２８のいずれか一項に記載の方法。
【０１６１】
　３０．ＣＲＳに基づくＲＳＴＤ（基準信号時間差）測定を使用するステップをさらに含
む実施形態２４～２９のいずれか一項に記載の方法。
【０１６２】
　３１．ＲＳＴＤは、ＰＲＳを使用して使用される実施形態２４～３０のいずれか一項に
記載の方法。
【０１６３】
　３２．ＲＳＴＤは、ＣＲＳを使用して使用される実施形態２４～３１のいずれか一項に
記載の方法。
【０１６４】
　３３．上位層シグナリングを使用してＣＲＳを使用すべきかＰＲＳを使用すべきかを送
信するステップをさらに含む実施形態２４～３２のいずれか一項に記載の方法。
【０１６５】
　３４．ＬＰＰシグナリングを使用してＣＲＳを使用すべきかＰＲＳを使用すべきかを送
信する実施形態２４～３３のいずれか一項に記載の方法。
【０１６６】
　３５．サービス提供セル、参照セル、または他のセルはＰＲＳをサポートせず、そのセ
ルにＣＲＳが使用される実施形態２４～３３のいずれか一項に記載の方法。
【０１６７】
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　３６．明確なシグナリングが使用される場合、デフォルトではＣＲＳが使用される実施
形態２４～３５のいずれか一項に記載の方法。
【０１６８】
　３７．明確なシグナリングがＰＲＳを使用することである場合、ＰＲＳが使用される実
施形態２４～３６のいずれか一項に記載の方法。
【０１６９】
　３８．上位層シグナリングを使用して、セルがＰＲＳをサポートしているかどうかを送
信するステップをさらに含む実施形態２４～３７のいずれか一項に記載の方法。
【０１７０】
　３９．セルがＰＲＳをサポートしていることをシグナリングが含まない場合、セルはＰ
ＲＳをサポートしていないと見なされる実施形態２４～３８のいずれか一項に記載の方法
。
【０１７１】
　４０．上位層シグナリングを使用して、測定すべきセルがＰＲＳのその送信においてセ
ルと同期されるかどうかを信号で送信するステップをさらに含む実施形態２４～３９のい
ずれか一項に記載の方法。
【０１７２】
　４１．上位層シグナリングを使用して、すべてのセル、または測定すべきすべてのセル
がＰＲＳのその送信においてセルと同期されることを通知する可能性を可能にするステッ
プをさらに含む実施形態２４～４０のいずれか一項に記載の方法。
【０１７３】
　４２．ＰＲＳの質が悪い場合、ＣＲＳが使用される実施形態２４～４１のいずれか一項
に記載の方法。
【０１７４】
　４３．ＣＲＳおよびＰＲＳの質が悪い場合、ＲＳＴＤ測定を破棄するステップをさらに
含む実施形態２４～４２のいずれか一項に記載の方法。
【０１７５】
　４４．ＲＳ測定が許容できるＲＳＴＤ測定に十分な品質かどうか決定するための閾値パ
ラメータを提供するステップをさらに含む実施形態２４～４３のいずれか一項に記載の方
法。
【０１７６】
　４５．どちらがより良好な品質を有するかに基づいてＰＲＳまたはＣＲＳが選択される
実施形態２４～４４のいずれか一項に記載の方法。
【０１７７】
　４６．複合品質に基づいてＰＲＳまたはＣＲＳが選択される実施形態２４～４５のいず
れか一項に記載の方法。
【０１７８】
　４７．どのセルが位置決め測定のための参照セルであるかを信号で送信するステップを
さらに含む実施形態２４～４６のいずれか一項に記載の方法。
【０１７９】
　４８．参照セルはサービス提供セルである実施形態２４～４７のいずれか一項に記載の
方法。
【０１８０】
　４９．参照セルはサービス提供セルでない実施形態２４～４８のいずれか一項に記載の
方法。
【０１８１】
　５０．上位層シグナリングを介してＰＲＳの存在およびＰＲＳのサブフレームの割り振
りを信号で送信するステップをさらに含む実施形態２４～４９のいずれか一項に記載の方
法。
【０１８２】
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　５１．参照セルにおけるサブフレームの割り振りは、サービス提供セルのものと同じで
ある実施形態２４～５０のいずれか一項に記載の方法。
【０１８３】
　５２．ＰＲＳを位置決め測定のための参照セルタイミングに使用するステップをさらに
含む実施形態２４～５１のいずれか一項に記載の方法。
【０１８４】
　５３．セルはサービス提供セルまたは参照セルである実施形態２４～５２のいずれか一
項に記載の方法。
【０１８５】
　５４．位置決め測定に使用される周波数間近傍セルの搬送周波数を提供するステップを
さらに含む実施形態２４～５３のいずれか一項に記載の方法。
【０１８６】
　５５．搬送周波数は、支援データの一部として提供される実施形態２４～５４のいずれ
か一項に記載の方法。
【０１８７】
　５６．周波数間セルのＥＡＲＦＣＮを示すステップをさらに含む実施形態２４～５５の
いずれか一項に記載の方法。
【０１８８】
　５７．搬送周波数は、Ｅ－ＳＭＬＣ、ＲＲＣ、および／またはＬＬＰシグナリングを介
して提供される実施形態２４～５６のいずれか一項に記載の方法。
【０１８９】
　５８．位置決めのためにどの搬送周波数および／または周波数間セルを測定すべきかを
決定するステップをさらに含む実施形態２４～５７のいずれか一項に記載の方法。
【０１９０】
　５９．すべてまたは一部の他の測定のために示される搬送周波数および／または周波数
間セルは、位置決めのための周波数間測定候補として適格である実施形態２４～５８のい
ずれか一項に記載の方法。
【０１９１】
　６０．他の測定のために破棄されるすべてのまたは一部の搬送周波数および／または周
波数間セルは、位置決めのための周波数間測定候補として適格である実施形態２４～５９
のいずれか一項に記載の方法。
【０１９２】
　６１．搬送周波数および／または周波数間セルは、ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＣａｒｒｉｅｒ
ＦｒｅｑＬｉｓｔおよび／または、およびＩｎｔｅｒＦｒｅｑＮｅｉｇｈＬｉｓｔで提供
される実施形態２４～６０のいずれか一項に記載の方法。
【０１９３】
　６２．セルを除外すると決定するステップをさらに含む実施形態２４～６１のいずれか
一項に記載の方法。
【０１９４】
　６３．強度および／または受信品質の信頼性が高いセルが測定に使用される実施形態２
４～６２のいずれか一項に記載の方法。
【０１９５】
　６４．ＲＳＲＰ（基準信号受信電力）、および／またはＲＳＲＱ（基準信号品質）を使
用して、測定に使用すべきセルを決定するステップをさらに含む実施形態２４～６３のい
ずれか一項に記載の方法。
【０１９６】
　６５．ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱが閾値未満である場合、セルは測定から除外さ
れる実施形態２４～６４のいずれか一項に記載の方法。
【０１９７】
　６６．ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲＱパラメータを信号で送信するステップをさらに
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含む実施形態２４～６５のいずれか一項に記載の方法。
【０１９８】
　６７．信号強度または品質レベルを決定するステップをさらに含む実施形態２４～６６
のいずれか一項に記載の方法。
【０１９９】
　６８．報告された強度および／または品質測定をＥ－ＳＭＬＣに通知するステップをさ
らに備える実施形態２４～６７のいずれか一項に記載の方法。
【０２００】
　６９．ＵＥ（ユーザ機器）に周波数間位置決め測定を行うように伝えたことをサービス
提供ｅＮｏｄｅＢに通知するステップをさらに含む実施形態２４～６８のいずれか一項に
記載の方法。
【０２０１】
　７０．通知するステップは、測定すべきセルの搬送周波数および／またはセルＩＤを通
知するステップを含む実施形態２４～６９のいずれか一項に記載の方法。
【０２０２】
　７１．測定ギャップを構成するステップをさらに含む実施形態２４～７０のいずれか一
項に記載の方法。
【０２０３】
　７２．周波数間測定はＲＳＴＤ測定を含む実施形態２４～７１のいずれか一項に記載の
方法。
【０２０４】
　７３．周波数間測定は、複数のＦＤＤまたはＴＤＤ周波数まで、複数のＦＤＤまたはＴ
ＤＤセルにおいて実行される実施形態２４～７２のいずれか一項に記載の方法。
【０２０５】
　７４．周波数間セルおよび／または搬送周波数の数は、ＲＳＲＰおよび／またはＲＳＲ
Ｑに必要な能力を超えないように制限される実施形態２４～７３のいずれか一項に記載の
方法。
【０２０６】
　７５．ＣＲＳは、周波数間セルについてのＲＳＴＤに使用される実施形態２４～７４の
いずれか一項に記載の方法。
【０２０７】
　７６．ＰＲＳは、周波数内および／または周波数間セル測定に使用される実施形態２４
～７５のいずれか一項に記載の方法。
【０２０８】
　７７．周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数は、周波数内ＰＲ
Ｓについての集積に使用できるサブフレームの数と異なる実施形態２４～７６のいずれか
一項に記載の方法。
【０２０９】
　７８．周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数は、周波数内ＰＲ
Ｓについての集積に使用できるサブフレームの数未満である実施形態２４～７７のいずれ
か一項に記載の方法。
【０２１０】
　７９．周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数を信号で送信する
ステップをさらに含む実施形態２４～７８のいずれか一項に記載の方法。
【０２１１】
　８０．周波数内ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレーム数とは別のパラメータ
として周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数を信号で送信するス
テップをさらに含む実施形態２４～７９のいずれか一項に記載の方法。
【０２１２】
　８１．周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数は定数である実施
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形態２４～８０のいずれか一項に記載の方法。
【０２１３】
　８２．周波数間ＰＲＳについての集積に使用できるサブフレームの数は１つのサブフレ
ームである実施形態２４～８１のいずれか一項に記載の方法。
【０２１４】
　８３．周波数間ＲＳＴＤ測定を行うために構成された測定ギャップを使用するステップ
をさらに含む実施形態２４～８２のいずれか一項に記載の方法。
【０２１５】
　８４．周波数間Ｅ－ＵＴＲＡＮ測定でのギャップは周波数間ＲＳＴＤ測定のために使用
される実施形態２４～８３のいずれか一項に記載の方法。
【０２１６】
　８５．周波数間ＲＳＴＤ測定を行うための測定ギャップを定義するステップをさらに含
む実施形態２４～８４のいずれか一項に記載の方法。
【０２１７】
　８６．ギャップ長、ギャップ期間、および／またはギャップ開始サブフレームを提供す
るステップをさらに含む実施形態２４～８５のいずれか一項に記載の方法。
【０２１８】
　８７．ギャップパラメータは、ＰＲＳパターン上に完全にまたは一部分重なる実施形態
２４～８６のいずれか一項に記載の方法。
【０２１９】
　８８．ギャップ中、ＵＬ（アップリンク）送信を行う必要はない実施形態２４～８７の
いずれか一項に記載の方法。
【０２２０】
　８９．受信機は、ギャップ中、Ｅ－ＵＴＲＡＮサービス提供搬送周波数における同調を
期待されない実施形態２４～８８のいずれか一項に記載の方法。
【０２２１】
　９０．ＰＲＳに割り振られているサブフレームの一部は周波数内ＰＲＳ測定に使用され
、一部は周波数間測定に使用される実施形態２４～８９のいずれか一項に記載の方法。
【０２２２】
　９１．周波数間測定サブフレーム中、ＵＬ（アップリンク）送信を行う必要はない実施
形態２４～９０のいずれか一項に記載の方法。
【０２２３】
　９２．受信機は、周波数間測定サブフレーム中、Ｅ－ＵＴＲＡＮサービス提供搬送周波
数における同調を期待されない実施形態２４～９１のいずれか一項に記載の方法。
【０２２４】
　９３．異なる搬送周波数で送信するセルは、同じサブフレームでＰＲＳを送信しない実
施形態２４～９２のいずれか一項に記載の方法。
【０２２５】
　９４．割り振りは、部分的に重なる、またはまったく重ならない実施形態２４～９３の
いずれか一項に記載の方法。
【０２２６】
　９５．割り振りパターンを信号で送信するステップをさらに含む実施形態２４～９４の
いずれか一項に記載の方法。
【０２２７】
　９６．割り振りパターンは、セルベースおよび／または搬送周波数ベースで、信号で送
信される実施形態２４～９５のいずれか一項に記載の方法。
【０２２８】
　９７．異なる搬送周波数で送信するセルは、同じサブフレームでＰＲＳを送信しない実
施形態２４～９６のいずれか一項に記載の方法。
【０２２９】
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　９８．搬送周波数はグループに入れられる実施形態２４～９７のいずれか一項に記載の
方法。
【０２３０】
　９９．搬送周波数グループでは、サブフレームの割り振りが定義される実施形態２４～
９８のいずれか一項に記載の方法。
【０２３１】
　１００．搬送周波数が同じグループにあるセルはすべて、同じサブフレームの割り振り
を使用する実施形態２４～９９のいずれか一項に記載の方法。
【０２３２】
　１０１．周波数間ＰＲＳ測定を行うＵＥの構成に関するｅＮｏｄｅＢ情報を提供するス
テップをさらに含む実施形態２４～１００のいずれか一項に記載の方法。
【０２３３】
　１０２．周波数間測定を行うための測定ギャップは、ＰＲＳのサブフレームの割り振り
によって暗黙的に構成される実施形態２４～１０１のいずれか一項に記載の方法。
【０２３４】
　１０３．ＵＥは、測定ギャップ中、サービス提供セルにおいて、ＤＬ（ダウンリンク）
で受信する、またはＵＬで送信する必要はない実施形態２４～１０２のいずれか一項に記
載の方法。
【０２３５】
　１０４．異なる搬送周波数で送信するセルは、同じサブフレームでＰＲＳを送信する実
施形態２４～１０３のいずれか一項に記載の方法。
【０２３６】
　１０５．周波数内測定にＰＲＳ割り振りの中のどの期間を使用すべきか、周波数間測定
のためにＰＲＳ割り振りの中のどの期間を使用すべきかを提供するステップをさらに含む
実施形態２４～１０４のいずれか一項に記載の方法。
【０２３７】
　特徴および要素が特定の組み合わせで上述されているが、各特徴または要素は単独で、
または他の特徴および要素との組み合わせで使用することができることを当業者であれば
理解されよう。さらに、本明細書に記載されている方法は、コンピュータまたはプロセッ
サによる実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピュータプログラム、ソ
フトウェア、またはファームウェアに実装することができる。コンピュータ可読媒体の例
には、電子信号（有線または無線接続を介して送信される）およびコンピュータ可読記憶
媒体などがある。それだけには限定されないが、コンピュータ可読記憶媒体の例には、Ｒ
ＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、レジスタ、キャッシ
ュメモリ、半導体記憶装置、例えば内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスクなど
の磁気媒体、光磁気媒体、および例えばＣＤ－ＲＯＭディスクやＤＶＤ（デジタル多用途
ディスク）などの光学式媒体などがある。ソフトウェアに関連したプロセッサは、ＷＴＲ
Ｕ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータに使用される無線周
波トランシーバを実装するために使用され得る。
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